
（案）IEPF インドンシア教育振興会 

世界資本主義経済の不均衡構造 
開発主義の強制・独占が横行、貧困や不平等な配分、権力構造 途上国：インドネシア 

グローバリゼイション拡大の中で「開発」のヒューマン・ランドスケープを描く 

エコ・ツーリズム と 地域エコ・システム と 観光振興との共生を図り 
持続可能な観光開発を模索・提案するグローバル・エクスペリエンス・スタディツアー 

現行の政治経済システムの中で生活する 
生の生活スタイルを覗いてみる 

その社会の中で 
自立し、持続可能な開発を考察する 

現地人や貧困層の人々の主体性や自立性を高め 
同じ国民同士として協働・協調性を認識させる機会を提案・提供する 

現地訪問 
生活場・教育場へ

交流・調査 

地域社会を活性化させる ⇔ 教育の振興・仕事の提供など 

持続可能にする 

☆ 社会関係資本 ☆ 
水平的な組織社会における社会的制御（内発的な動因力の保持） 

 ※「ネットワーク・信頼・規範」※ 

NGO/IEPF 
・観光会社 
・ネットカフェ 
・公衆電話 
・教育支援 
・農村開発 
・相互交流 
支援 etc 

大学生 
ネットワークの一員となり アプローチする 

 
持続可能 
にする力 

ジャワ人とバリ人との対話など 

教育場の改善・畜産農林銀行など 


